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繭縄擁購⑳胞質現撃

国並江住聞⑳海津^

串本から西白浜の南の｢すさみJ紀至る間では急

峻な山地カミそのま襲熊野灘につっごんでいる､鉄道に

はトンネルカミ多くまた村落の発達は非常にわるく小

さな村が小河川の河口部あるいはごくせまい海岸段丘の

上にちらぱっているにすぎない.海岸には断崖がよく

発達し砂浜カミほとんどない.かたや熊野灘の荒波

をみながらの旅行はいかに南国といえどもとくに冬

はわびしv'感じのするものである.

この間にはとくべつの名勝地も温泉もないので旅行

者カ茎汽車でとおりすぎるのはごくあたりまえの請である.

ところカミ串本から西へかぞえて2つ目の駅一因並一か

ら酉の海岸てば地質学上興味深い現象が多くのところ

でみられる.たとえば斜交不整合地層の摺曲漣

痕流痕多毛類のはい跡の化石海底地すベリの跡

などカミ教科書的に実によく保存されている.この全海

岸を天然記念物として指定しかつ地学上の観光地とし

て一般の観光案内書にも特別のぺ一ジをさいてもらいた

くなるほどである.なかでも囲並一江佳海:岸にはかな

.､㌔雅定断幅

一桁恢､一(和深断層)

水野篤行

りよく海食台ポ発達していて露頭は連続的でありま

たその全コｰスを足をぬらしたり薮をくぐったりする

ことなく楽に歩くこと雅できる.南紀に麹質見学に行

く場合にはコｰスの一部としてぜひくみいれたいところ

だ.ただしその間は約20km近くあ抄交通が不便

なこと一バスはほとんど利用でき批喉とに圓数秘少

ないまた汽車も急行はとまらない一一が難点である､

たこわぷく

田並江住間には田子和深とい"駅カ嶋りかな

らずしも全コｰスをみなくてもたと免ば顕並一因子間

を歩いて汽車にのり和深でおりてその付近をみる一

あるいは後者を省略してもよい一というごとでもだいた

いの用ほたりる.

地層の分布と特徴車窓から海岸をなカミめ

ただけでもよくわかるがこの海岸に露出している岩石

ほよ'く摺曲し層理がみだれている砂岩や頁岩である.

串本付近以北東の海岸でみられる熊野層灘の石とは一見

してことなる様子をみせており時代的にも一段と古い

ものである.このもめた層は南紀の牟婁帯の中央部
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第70図田並和深間海溝の地質図と断面図(水野篤行

今井功原図)�
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第72図南紀の牟婁層騨全体の擢必様式(原田哲瑚臓鰯)
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国圓商川麟原田哲郎(1964)原図

第71図商紀の牟婁層群全体の地質図(原田哲朗原図)第73図
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囲並江住間の牟婁層群の模式的柱状図と

各層の特徴(水野篤行今井功原図)

に広く露出している牟婁層群の一部である.

牟婁層群は京都大学の原因哲朗･徳岡隆夫氏らによっ

て詳しく研究された.その結果全体で5,000皿以上

の厚さをもち大きく下位から音無川牟婁層1四村川

牟婁層･請川牟婁層にわけられることがわかっている.

第71･72両図に原田氏作成の牟婁層灘の地質図と断面図

とをしめす.

固並一江住海岸に出ているものは四村川牟婁層の上部

と請川牟婁層との合計1,500m厚以上の部分である.

全体としてはいわゆるフリツシ(F1ysch)型といわれる

砂岩頁岩の綱互層によって特徴づけられているが海岸

地域を詳しくみると第73図のように最下部層･下部層･･

･･最上部層の5部分にわけることカミできる.同図に各

部分の特徴を衛単にしるした,以下ここでは頁岩カ§

ちの砂岩頁岩互層ないししま状頁岩を漉質禦拶潔勤

砂岩淋ちの砂岩頁岩互層を砂筑

こと記しているヨたと吏

ば漣痕がよくみられる最下

部1下部面層は和深付近に

かぎられ最上部層は閏並

付近だけで今られ乱上

部層は閏子周辺だけ紀発瀧

している苦漣痕化有な

どがよくみられ為ところほ

地質図にしめしてあるとお

｣=ユりである.

｢===コ司折胴1蜴係を涼す

圏や柳い砂㈱

目灘γ囲並の斜交不整合

匿ヨ1毅亨鰐鋼露頭串本から困並に至

匡ヨ姦奴､リる間には下里砂岩波泥岩層

圏泥質鱗の整然とした砂岩泥岩の層

Eコ砂質鯛カミ南東にゆるくかたむきな

カミら露出している.すな

わち酉の万ほど下位の層カミ

あらわれているカミ田並の付近でいよ〉･よその基底部添

あらわれる.そのみられる場所は海岸では田ノ崎の突

端である.

閏並の駅をおりて海岸の国道に出る.国道を少し西

へむかうと田ノ崎の根もとのところを道カ重よこぎる.

そこの切割には前々号の第5図にしめすような垂直にし

かもひどく乱れた砂岩頁岩互層が露出している.切割

の西側から海岸におりるとここはもう国ノ崎の西側で

ある.そこから南へ海岸ぞいに歩くと砂岩頁岩の

乱れた層(頁岩がち)がしぱらくつづくカミ岬の先端で

急に南東側へ整然とかたむいた砂岩がちの層に変るのカミ

みられるはずである.後者が下里砂岩波泥岩層の基底

部である.注意して乱れた頁岩層(牟婁層灘最上部層)

との童かいの繭をさがすとその面(不整合面)がほと

ん婆乎姐であるζおカミわかる.不整合面の直上には約

フリッジ砂砦を基質とする礫

岩を砂質礫讃泥質砦を基質お

する礫岩を泥質礫渚をよぶζと

にする苗

第73図紀しめしてあるよう暑ζ

各部分で岩相が少しづっことな

る.凄花各部分は分布地滅を

第7姻陶並海樺鐵ノ騎の斜交芥整合醗頭�
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策75図因ノ崎にみられる糠野橿群下部

30c㎜ほどのうすい礫岩層カミ発達しその上には20m厚

近くの砂岩かかさなる､この砂岩の上位には6m厚ほ

どの泥質負礫岩をへだてて泥岩が発達している.ここ

から上位の部分は有田付近でみられる下里砂岩1漉泥岩層

の岩相とほとんど変らない.上記の砂岩の部分では注

意してさカミせぱん伽P0伽加3などの貝化石カミみつか

･る.田ノ崎の突端部では下里砂岩波泥岩層をきって

小断層カ激本発達していることがわかる.閏ノ崎を東

へまわるとその不整合面の延長がふたたび海岸に露出

している.

不整合のもう1つの露頭は岡並市街の東はずれの国

道切割でみられる(第77図).ここでは熊野層灘の基底

部には含礫泥岩があるだけで砂岩が発達していない.

上下層ともに泥質宥から構成されているgでうっか血す

るとみおとして←芋う.しかし注意してみれば上位の

泥岩はもめていなv'のに対して下位の頁岩は非常に乱

れておりもめてv'る部分ともめてv'なv･部分とのさか

い(さかいのすぐ上位の泥岩には礫がふくまれている)

淋不整合面である.第78図にしめすように傾斜方向カ茎

互いに全く直交している.

牟婁層灘を理解するには順次下位から上位へっま

り和深付近から出発して東の方へみて行くのカ茎一番よい.

お携

第77図岡並市街東側の国道仰'のルｰト

マップ不整合の位置を示す

(水野篤行･今井功原図)
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籍76図岡並海岸岡

ノ崎の熊野層群最下

都の層序(水野篤行

･今井功原図)

しかし語の都合上田並から逆

方向にみて行くことにしよう.

国ノ鱗一法閏海岸の最

上部鰯上記の不整合の直下

の層から出発して江田付近凄で西

方約五､500㎜の海岸には牟婁層灘

の最上部層ポ分布している.こ

の間を歩くだけでも砂質フリッジ

をのぞいて牟婁層灘全体に共通な

特徴を一とおりみることカミできる.

第禍鰯は田ノ騎の根元のところ

からおりた働側の海岸である.

露頭は全体として著しく乱れ一

見何のことかわからないほどのも

第78図

め方である.全体としては泥質フリツシであるカ茎諸所

に砂岩塊や不規則な礫岩のレンスカミちらばってv'てこ

れらは侵食に勅して強いためにごつごつと出っぱってい

る.これらはかならずしもめちゃくちゃにはいってい

るのではなく人よその方向性がみられる.礫岩レン

ズは】般の走向傾斜(泥質フリッジのそれによってしめ

される)の方向にのびているし砂岩塊もだいたいその

方向にのびてならんでいる.注意して泥質フリッジを

観察すると流痕の1種類であるフルｰトガストや時に

は環状に細長くのびた多毛類の1種の化石などカ茎砂岩薄

層の面(実は底面上)にみられる(第83図).底痕･流痕

および後述の漣痕それらと地層の本来の上下判定など

についてはすでに本誌117号(野外での地層の観察一

堆積岩にみられる初生的構造を中心として一)に筆者

カミ牟婁層灘での例を中心としてのべているのでここで

は省略する.詳しいことにっいては同誌を参照された

い.第83図にしめした化1石はτ伽め3Z伽α3〃尾0肋伽･

必Kattoとよばれる本来は管状の海底の泥土中に

もぐって生活していた多毛類である.つぶれて2次的

に中央に細い溝ができている.はv･跡の化石はこの地

域にいくらでもみられる茄体蔀カ童保存されている例はめ

鰯

禺並市街燦憾ずれの蟹滋切割にみられる不整合関係

両者とも泥質岩だがうけたカのちがv'により全くみかけがことなる

ことに注意�
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ずらしい.今のところこの類はここのほか田子付近

の1個所(上部層内)でみられているだけである.

きてこの海岸の露頭でみられる砂岩塊や礫岩レンズ

はもともとそのような形をとって堆積したものだろうか.

同様なものは後述のように牟婁層灘のなかに非常に多く

みとめられる.この問題についてはいくつかの成因

カミ考えられまた場合によって明らかに成因がことなる

と考えられるものちある.つまり成因として①本来

そのような形で堆積した②2次的の機械的変形鷺緕界

鰯?9鰯濁ノ鯛臓燭ゆ海鰍鰯遺⑳すぐ下)簿輿の最上繍

商掴ノ鱗篶爾崇徳抵義

第81図

困ノ脱醐雛(鰯概ぐ雫氷みら鴻繍列"

の泣かにはさまれる'礫岩レンズ

第83図泥質フリヅシの砂岩薄層の底面にみら拠る多毛類化石

(乃榊加〃肋α∫ゐ批｡肋伽∫ゐKatto)産地は第70図中因ノ崎の

北酉側海岸でCとマ〔クしてあるところ

③海底地すべりの結果のだいたい3つが考えられる.

写真にしめしたものがこのうちのどれにあたるかは速

断できない.第84図ほ国ノ崎の根元の切割にみられる

砂岩レンズであるがこの場合はおそらく砂岩層が断裂

をともなう摺曲の結果ひきちぎられてできたものと思わ

れる.

上記の海岸から西方へ向う.防波堤をよこぎって

150独行く&顕著な礫岩が出ている害この礫岩のすぐ

西側熔は逆転し花泥質フリッジ秘広く露出している(第

85喫λ渓窯獄遊では砂岩薄層の底繭(みかけ上上位)

郷咽鰍繍晒鰍騨遺移淡慈瑚紗編樹勢婆稲鳶妙幾蝿

鏑餓鰯据鍍ダ蔓詳淡の砂緒簿煽⑳鷹鰍ζみ器ね蕃フル畑樽渓陰

第独図

濁ノ崎の根元の国適切翻畷みられる紗堵レンズ�
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には流痕のほか無数のはい跡の化石ポ印せられている.

これは第86図にしめすようなもので多毛類のはv'跡の

化石である.高知大学の甲藤次郎博士によって四国の

室戸岬から発見きれたT0∫励θ加伽肋ωω榊α勿という

種類ににている.この型の化石は牟婁層灘のなかのは

一般に多く田並一江住海岸の泥質フリッジのなかには

注意すれば非常紀多くみられる.そして地層の本来

扇嘉図泥質ヌ裏9シを肴⑳剃迂獄窓蜜義砂籍い×災挑較餓締るく

産のカ(北衝方)1助晩拙･仙･納童繁1戴逆転し仙唱チ繍

並藤カ海擦鋼管聰で蹴嫡方ではじめて淡の吸一ク勇茎似'て

い納滋

熱鯛鈍鰯燃嚇螂孫秘滅苑棚紬脇蒙鰍

顕鉱繭労海緯煎鰯付嬢の付滋

の上下関係の判定に重要な役割をはたしているものであ

る.底泥の表面をはった跡の凹みがその上につもった

砂層の底面に凸型として印象されている.すなわち砂

岩の層面の上に凸型の化石カ童みられれぱその面は底面

であるということができるのである.

そのほかこの付近の泥質フリヅシのなかにほ前々号

の第10図の右部にしめすような半分たたまれたような砂

岩の薄層カ茎みられる､この成因についても問題カ茎ある

カミ周囲の泥質フリッジが比較的おちっいた走向傾斜を

しめしているので変動時の2次的機械的変形とみるよ

りは堆積時の海底地すべりにともなってえぐりとられ

た下位の層の巷れ滅しと考えた方秘よいで茜ろう祖

s1u血p圭Q1出とよべるものであ蕃､

江圃部藩と顕ノ臓婚根禿との申閥から江囲よりのとこ

ろには嵩意紀み花&同様な砂岩塊や襟岩塊が泥質フリ

ッシ刺ζ多鐙紀ふく濠れている自しかしこごのもの

はさら紀大親模て五㈱蕎程度のものもこるがっている串

江田部落のすぐ繭東側の海津でも巌た逆転している泥

質フリ叉シ秘多くみられる宙この泥質フリッシの砂岩

薄層の底爾紀はア醐加肋細娩鮒罫鞭剖おとも紀鶴鯛鯛

これは

轟8頑江岡付逝の海剤ζ露削する逆転した泥質フリッシ図中央の

黒っぽい面には多数のはい跡の化石がついている

鶴89鰯泌緬繍紡婁"婁遡鰍鍬鮒滋総⑳嬢状

嗣化榔玄ハン叩一の頭刎二の黒り1護いところ

(砂洛簿層の底繭)についている

錦89図第88図にみられる化石全長約7c㎜�



一25一

ゴカイに近い類で1V;舳伽∫の1種である.この類の

化石はいまのところこの地点でしかみつかってい

なv･.場所は第70図中江岡の南東でrAE｣のマｰ

クをつけたところである.この付近にはすぐあとでの

べるような型の｢おりたたみ摺曲｣がみられる.江田

海岸(上記地点のすぐ北側)にはいくつかの型の流痕が

みられる(第90-93図).

江田から南西方へ約300mのところではrおりたたみ

溜出｣(算94図)の著しい付近にもう1つ別のタイプの

生痕化石がみられる.第95図のようにかたむいた砂岩

薄層の上側の瓶底面に不規則な形の嚢淋りくねった短い

管一丁鰯伽挑淋一一カ奮密簾しているのかみられる

(第96図)冊注意してみるおごれはその繭芯け熔かぎ

られずその上側(集は下位)の頁岩層の上部蜜ではい

りこんでいるのがみられる(第9欄)曲砂岩層堆積時紀

底泥の表面遊くに生活していた多鶏類の巣穴を推定巻れ

る.ζの化石癌集層(数枚以上ある)の上下の砂岩薄層

鶴禽獺

江閨癬瀞の逆転

鰯にみられるツ

ノレ岬ドカ蔦ト

鶏9獺

江閲海緯の逆鱗

鰯の至級繊爆⑳

砂岩蟻酬ζみ陰

れるフル川ト

ガスト

鵜鰯

第鰍鰯笥η沙一

ト洩渓ト寄)り冷､

ている紗猪鰯ゆ

研磨鱗爾飾簑

は水流のガ南

｡は劃のフルｰ

けストを鉱夫

し淀もの

にはまた流痕(フノレｰトガストバウンスカスト)カ茎多く

みられる.流痕がみられるのはかならず化石が密集し

てv･る面と同じ･側の面(底面)である.いっぽうその

反対側の面(頂面)にはそれほど多くはなv'が漣痕がみ

られるヨ流痕と漣痕とカ§層の反対側につくことは多く

鶏9⑪鰯級関海藻の逆転鰍警み鰯協ノ切ン災勇刺･

第94図注

熊蒲酉カの折り淀花み機酌�



一26一

の場所でみられる.次の露頭(江田南西方の最初の小

さな突出部)はその1例である.ここでは第99図にし

めすようなおりたたまれた小規模の讐斜摺曲淡みられる.

摺曲の軸面は50｡～6ぴ北にかたむいている.ごのよう

なところでは底面上の流痕と生痕および頂面上の漣痕

の位置関係をみ為むお1はって背1向斜部をみわける

こと淋容易にで蓄る皇

牟婁橿醐び該金体内記みた場合には欝㍑鰯のよう紀縛

斜摺曲秘よく籍達している､スゲ岬ルを小春くをり恕

場合には等斜縄蘭は蘭並一法閏閥湾みら牝為ぷうな構造

第･雫鱗醐蹴繊顯蛾一郷鱗納棚繍

(第70図)となりさらに小規模の例がこの露頭でみられ

る讐斜摺曲となる.

この露頭の南西方約400m江岡･申不見間で海岸線

カミ大きく凸型にカｰブするところに南にのびた小さな岬

カ書ある(第70図法閏向斜の延長部Rの記号のあるとこ

ろ).ここにはやや砂岩の多い泥質フリツシか分布し

ている.ここでみられる露頭風景は圧巻で目南海岸

の｢鬼の洗濯岩｣にもくらべることができるものである

(第100図).広い平坦な海食台となっている岬全体に

40｡～20邊程度がたむいた砂岩頁岩の互層が広ポりそれ

鏑鑓図

T0∫"1･ヅ脇8p.の嬢状簿蔦め瀞剣搬紡の紳繋プ

中央終み蝪鵬愛撤⑳融娯⑳購爾剛ヒ凋が鶴幾し

一欝膚彩砂幾ぬ篤醐鐵妻バ汐ソ波涛夙ト

…欝触

欝98鰯

嚢･､

罰鰯紡赫級め麓状ハパニ蜜

潟曽ズ劾嵩崖側約v墨～〉竈のやや瞭亀添

翻粉薫勅鎗鰯他宥薄勅嵩溺⑳宥端(肺

臓)の潰側縫芥綴貝肱瀦でみ蝪鳩

跳滋至鮒銚岳鱒､顯擦簿

1､,圭朝､,圭謹灘

第100図法閏南西方浜馴旬斜の軸部で見られるゆるい向斜構造大都分の砂渚の頂剛こほ漣演がみ着枇茗朝燃�
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がゆるくひらいた向斜構造をつくっている上に砂岩層

の上の面(ここでは逆転していないので頂面)の至ると

ころに漣痕カ茎印世られている.思わずrすばらしい!｣

と声を出したくなるような風景をこれらがつくりあげて

いる.Iただしこの場所へは干潮時でないと渡れない

のが玉にきずである.この岬の基部にほ折りたたみ摺

曲カミ発達している.

この岬と江田断層とのほぼ中間には第柵1図にしめす

ような砂礫岩の団塊カミ泥質フリッジ中にはいっている

(写真の中央上部).その団塊の左手前で人が立ってい

るその足許に砂岩頁岩の互層カミ垂直にはいっている.

算102図はこの耳層部の一一部をしめしたものである､

写真の下部･上部で波形になっているのはv･ずれも荷重

痕といわれるものである.両方とも堆積後砂泥共にま

だ可ソ的状態であった時に差別的荷重力茎かかったため

に荷重のかかった所が沈下し(図の下方凸となってい

るところ)そうでない所(図では上方に凸となってい

るところ)ポ相対的に上昇した結果できたものである.

よくみると上下で少し様子力茎ことなってv･るのカ書みら

れる.上の方では砂岩層にみられる葉理カミその基底面

と同じような形で波うっているカ…下の方の砂岩層には

そのような形カミみとめられない.そして砂岩層の基底

面カミ下方に凸となっている部分では粗粒となっている.

このことは両者の成因のちカミいをしめすもので後者

はいままでに数多く紹介したフノレｰトガストの類から

発達したものと思われる.単なるフルｰトガストでは

図にみられるような下位層の上位層と同調的なうねりは

鶏99図

法閏南西方の折り

たたみ榴曲

第102閣簸鰯鰯穆鰯頭綴…翻腿み蔭枇鳶微竃痕幻邊麓

第10咽

砂礫砦の資機(慶のぷう妻ζみ麦葛とζるか

萎義

一鏑蝸鰯繁灘⑳漢島鋪逮熔熱湯燦\澱婚燭一

綿工む6鰯狂岡贈藺ガ洋笛筒斜の軸部で見られる

砂岩の頂面には漣痕がみられる

ゆるい南斜構造大部分の

第醐図�
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みとめられないのかふつうである.

江岡断層の少し東側の国道のすぐ下には第103図にし

めすような葉理がこまかくはいっている灰白色のよく目

立つ厚い砂岩層カミみられる.走向方向からみただけで

はわからないカミ傾斜方向からみると第禍4図にしめす

ようなみごとな漣痕カ洛薬理の面に印せら一れている.

多くは線状であるカミなかには舌状のもの(図で一番左

側のもの)もみられる亜漣痕のつ書かだから判断する

と第104図で右の方が本来の上位である.この露頭の

付近には砂岩層および礫岩層が多い.これらはほとん

ど逆転して北の方に傾斜している.この部分が最上部

層の西端でありかつ摺曲構造の様式から推すとみら

れる限りのその最下部近くになるようである(最上部層

の下限はわかっていない).

以上に大分長くなったか最上部層にみられる諸現象

についてのべた宙さ書にものべ花ように上部層以下の

層にみられるのは大部分それらを類似している.した

がって上部層以下記ついては簡単組ふれることにしよう.

江頭噺綴一鰯等断鰯閥⑳上部鰯&中部層

上記の逆転層の&ごるから耽楓は海樟を行くといち

じるしくもめた部分をへ想てて北狽に正常にかたむい

た部分が約300弧位つづく珪これは閏子1和深間の地

層から擁して考えるぷ中部層のように考えられまた上

述の最上部属の岩相をのち秘いな壮からもその間に大

きな断層(浜閏断層)が鑑定蜜れる世

第105関は上記の部分から衝方の海岸に広く平坦な海

食台をつくって分布している中部層である.泥質礫岩

のなかに写真にみるように最大1.5×.1.5m程度の大小の

砂岩なv･し礫岩塊が諸所にふくまれてv･る.平坦な面

の上にあらわれているそれらの様子が｢さらし首｣を思

わせるのでフィｰルドではrさらし｣とv･うニックネｰ

ムでよばれている.この図では不明瞭だが泥質礫岩

は第106図にしめすように成層している.第柵7図に

は泥質襟岩の接写写真をしめした.この礫岩は砂質泥

ないし泥質砂をマトリックスとし小さな角礫と円礫の

両者をふくむ.この地域の｢さらし｣の砂岩～礫岩塊

は初生的なものと考えられる.

広v'海食台を西にすすむと中平見部落の手前(南東方)

た肋劫漱繍伽脇鮒タ1必の化石を採集で慧るところ

淋ある雪

化篇〃吹ばこの地点剛晒約夏｡o鮒のとこるに北

言鶴蝸鰯

年平見東方

の昧榔癩

欝蝸鰯

卒堺薦級幾紡る土鍋溺⑳鍛下鋼ゆ

砂鵠灘瀞笈激慶蜜勺く影)

鶏鰍鰯

嗣葡瀦衛艦幾の織予毅諒す�
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から沢カミ1本ながれこんできている.この沢ぞいに遣τ03αみ幽州伽∫?sp.がたくさんみられる.そのつ

がついており上流にむかって約3k㎜の便田というとき方や級化成層のしかたからこの付近一帯の地層が逆転

ころの泥質礫岩(層準ははっきりしないが多分最上部層)していなV'ことがわかるカミ田子駅の南西約200mのと

のなかからは京大の原田･徳岡･松本氏らによって年ころで急に逆転するところがある.西へむかって歩い

婁層灘には非常にめずらしい貝の化石カ茎発見されていて行くと急に砂質礫岩カ茎あらわれるところにぶつかる

る.二枚貝のy吻〃伽ゼ加'o肋伽gα{Yokoyam叡(田子の酉の小さな岬).その砂質礫岩のすぐ東側カミ

Co吻ω脇吻｡fr･5脇｡尾〃㈱あKa並｡Po〃伽励αsp､なそこである.ここでもT05ω1〃Z〃伽伽∫?sp.が無数

との種類で漸新世後期から中新世初期におよぶものでに30｡位がたむく砂岩薄層底面にみられるが底面がみか

ある.そのほか同氏らによって第85図の場所の近くけ上上位にあることに注意していただきたい.つま

から転石中に同様な時代をしめすん{ZαθZo幽嚇αり逆転しているわ'けで第70図にしめすように向斜軸

NagaoetHuziokaが発見されている吉牟婁層灘中のは南にたおれていること淡わかる.この部分と礫岩層

多毛類に関係した化石にっいてはいままでに5種類を紹との境界は断層(田子断層)である.

介した(今のところ牟婁層灘を通じてこれで全部である).

詳しく野外の観察をおこなえぱおそらくもっとみつか囲予断層と寒指向斜軸部との間の上部属

るだろう.これらの地層分布を下表にしてしめす.上部層はこの間にも露出するカ茎泥質礫岩1砂質礫岩･

＼ぷ＼1魏1111部1上部漆鷺ニニ鴛二ζζ1ここでは次の2点だけを

肱伽1閉加脇ω～恥｡OoOoその1つを第111112両区にしめした.面図とも前

丁0∫α1･淋sPOOO近の地点のすぐ西側の突出部で礫岩の多いところの一部

乃閉加肋伽曲挑0肋伽5ゐ

K･佼･OOである.第111図は巨大な荷重痕である.スゲ～ル

砂管O

〃､プ､〃､､､f“｡､､､祀､{､がはいっていなv'カミ写真の中央下部の一部を第112図

K｡廿｡○

にしめしてあるのでだいたい推察していただきたい.

さらに酉へ進もう.逆転している厚さ1m前後の砂岩層の底面に不規則な形

の円味のある隆起が全部荷重痕でこれらは無方向に近い.

田子駅前の広い海食台にあらわれているのは上部しかしそれぞれ秘写真の左上から右下牢かはて伸長して

層に属する泥質礫岩をはさむ泥質フリッジである.泥いるよう紘何&砕く感晋られる珪さら紀個冷の隆起の

質フリッジは30-40｡酉へ重水むく｡一そのなかに形をよくしらべ鳶き既述の7ルｰト吻渓ト姥近いζ&秘

贈子駅東南東方約300m

の地点泥質フリッジの

なかにみられる

j鴛誰グ醤ろ311ξ〃α∫ゐ{石0尾μ3宛$麦ま

第109図

上部層の最下部の砂岩に

､ある紗欝(第70図でDの

記号があるところ)

第111図閏子南西方の海岸にみられ葛荷箆痕一

第u2図'同前場祓第1n図の中央下部の一部

中央はフルｰトガストから発達した荷重痕�
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わかる.つまりフルｰトガストから発達した荷重痕と

考えられる.第112図の中央に上記の底面から1枚

の薄い頁岩層をへだてて数｡㎜犀の砂岩の底面1こついて

いる同様な特徴の荷重痕カ…しめされている.そのさら

に手前(本来の下位)の別の砂岩薄層にはグルｰブ吻ス

ト(これは荷重作用をもうけているか原型を十分にのこ

している)がみられる.田並一江住海岸ではフルｰト

ガストは多くみられる淡グノレｰブカストは非常に少ない.

田子の西方の赤瀬付近(第70図参照)の海岸には泥質

礫岩カ室あるがこのなかに第㈹図にしめすような岩塊

がふくまれている由これは榴曲している砂岩カ重ちの互

層である.もともと橿曲していた互層カ童礫になったた

めではなくすでに堆積していた牟婁層灘の互層(未摺

曲の)の一部がけずりとられ運搬され礫として地層

中に固定される過程で図のように折れまがったものと考

えられる.まわりの泥質礫岩には既述のものと同様に

小円礫と小角礫かふくまれている(第114図).小円礫

(径数㎜m～2cm程度)にはチャｰドスレｰい砂岩

類が多いI角礫は一般には円礫より多少大きめ(径5

～10c㎜程度)で砂岩が多い,そのほか第114図の中央

下部にしめすような泥質岩の不規則な塊がふくまれてい

る.これらはそれぞれ起源をことにするものだろう.

すなわち第1のものは古生層から由来し第2のもの

はおそらく四万十累層群の既形成のもの(目高川層灘な

第u3図称瀬海斜巴み蔭批器瀦頚礫幾蹄⑳鰯繭篶叉杉浦盈鰯

第ユ14図上記泥寅礫岩の一部

ど)と思われる.また第3のものは第113図の互層塊

と同様に牟婁層灘の下位層から由来したと思われる.

すでにのべた｢さらし｣の砂礫質の団塊の大部分やスラ

ンプフォｰノレドは最後の範ち碓うにはいるものだろう.

場所は異なるが(安指南西方)上部層の泥質礫岩には

第115図にしめすようなスランプボｰルとよぱれるよう

なものもふくまれている.これも上記の最後の範ちゅ

うに属するもので未固結の下位層の泥質岩の一部かけ

ずりとられたものである由

っいでにここで砂質礫岩のことをのべておく.砂質

礫岩のなかにはよく花間質岩の礫カミふくまれていること

カ三あるので注意していただきたい.海岸地域では数は

それほど多くないが京大の徳岡氏の話によると内陸で

はその量が多いそうである.領家帯の花筒岩の特徴を

もつ花開岩濃飛流紋岩類のなかにふつうにみられるよ

うな流紋岩質の溶質凝灰岩(はっきりした起源は今のと

ころわからないが紀伊半島北部の上部白亜系の和泉層

灘の下位にある泉南酸性岩類からもたされたのではな

いかと考えている)が採集で亭る.

赤瀬のすぐ西側でいちじるしく擾乱している泥質フリ

ッジがみられる.一本の東西方向に近い断層が露頭で

みられそれをさかいとして東西で傾斜方向がことな

っている.安指向斜がここにありその軸部を断層が

よこぎっているのである.

安指向斜輔部一和深西方の摩婁鰯群安指向

斜軸部から和深験までの間で上部･中部｡下部3属が順

次みられ和深駅から衝方で最下都鰯赫みられる｡す

なわち和深駅をなか1ζはさんで東酒約弧剛蔑狡の聞で

牟婁層群の最上部層をの麿く部分がみられるのである皇一

ここでは第70畷虹しめすよう紅眞視的紀は正常の比較的

ゆるv'向斜構造をなりでいる彗一部紀逆転むていると

ころカミあるが底痕の類はそのようなところで榊叱よく

観察できない富一上部鰯についてはその基底部をのぞ

いて省略しよラ品鶏閉鰯はその基膳部をうつした

一も凹叡る吉

第雌園安宿溝簡カ海岸にみられるスランプボｰル�
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淡みられる鶉これをさかいとして上位剛ま砂質礫岩の

レンズをはさむ泥質礫岩が約50鰍厚箆な抄下位熔は泥

質フリッジ沸つづく鶉基底部に泥岩の貫襟秘多数繊い

りまたその窓かいの繭は一屍不整合を思わせザ不整

合関係Jを緒論したくなるような露頭である竜し秘し

詳しくみるお一部紀爾脅の急激な互層状の漸移関係が

みられたり謹た}部では来園鰭の泥質フリツシの上紀

礫質物がな秘れこんでその面を不親剣な形紀克ぐりた

ような感篶のす蔦とζろもある畠凄た下位層(中部

層)の泥質フリッジの上部把も同様な礫岩秘憾奮巌れて

いる.この五うなこ&から筆者はその慈かいを｢整合j

と考えているが実はその解釈にも意見の相違カミある.

十分にみていただきたい露頭である､

上記の露頭と和深駅とのはぼ申聞より東側カ坤都撤で

ある.泥質フリッジのなか紀礫質岩を数枚は巻んでい

る.^そのうちやや砂岩を多く縁巷むをζろ級擁仰鰯

にしめすよう漣痕カ茎みられ葛岳串部層の下1ζは下徴猫

が和深駅まで連続的に露出してい器目泥質フリッシ秘

主であるカミその下半には砂砦⑳此較的多い我イプ秘多

く上半には縞状頁岩に近いもの秘多いぶうである苗

ここではその最上部にみられる瞳ねもち状溜釦と下

部の方にみられる漣痕と淡みものである由

第118図は前者をしめしている宙すでにのぺ恕折り

たたみ摺曲の度合がさらに強くなって禰曲軸の両繋か

完全に平行になってし裏いかつそれぞれの翻繭淋水乎

にねてしまっ花ものである葭ごの付遊では鶴蝸鰯熔

しめすよ萱なフルｰト労ストから鶏瀧し花荷重痕もみら

卯る.欝伽醐汁めし花ものはやはり下部層樽みら

れる前者よタも少也煽模の大曹な水平の軸蔵をもつ折勇

､たたみ摺繭である1一第伽鰯紀は大慧な鐙でみられる

地層の執れ方をしめし花彗こ郷ような糠子をみ為&

小さな択のなかな淳でありたデ岬夢からの小構遺の解析

がは花して正しいか星うか心配ぽなると岡鱒紀鰯織カ

の偉大さに感心するのである､

第吻鰯は櫛深献から南東紀むかりてすぐのおζる紀

みられる海瀞風景で齢蔦珀北の方1饒O～3びか花むく

整然と成層した砂岩にとむ泥質フリツシで砂岩という

砂岩の層の頂面には漣痕カミついて見察である司ζのよ

うなところでは底面の様子カ茎はつきりとわから･ないが

蹴面の露出しているところをみると第123図にみるよ5

紀それぞれの底面にフルｰトカストカミついている.こ

のようなところでもし折りたたみ摺曲カ茎存在'してv･れぱ

項面の漣痕と底面の底痕とが交互に露出すること}ζなっ

てなおさらみごと恒なるであろう.

和深駅の海岸でほ少しばかり露頭がとぎれる､酉側

ではふたたぴ長い間連続露頭かみられるポ東酉両側の

地層の特徴をみるとどうやら露頭のない部分に大きな

断層(和深断層)ポ走っているように思われる.酉側

ではごくわずかに礫質岩をともなづている砂質フリッシ

と泥質フリッシとカ童交互にあらわれてv･る..岩相から

みて潟そらく下部層の下位紀本来くるもの&考えられ

鍛下都蝿をしてい器與ごごでは地層は全体おして衝に

峨蕃くか施むy吹正常層であり底繭の観察賦芽常にむ

言錨鱗鰯繋瀦滋稼繋欄乎屍繭方の突端にみられる上部層と中部

綴嚢鰯翻漱､

簸搬醒辮灘羅緑鞭欄1離簿脇磁灘

垂葦再嚢…癌､

鰯1｡出

第118図下部層

の鍛上部1こみられるr箆ねもち摺箇｣�
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ずかしい.泥質フリッジそのものについては前に何度

も写真を出してv･るのでここでは砂質フリッジだけに

ついて紹介する.ここでいう砂質フリッジとは砂岩の

非常に優勢な砂岩頁岩層でなかには板状砂岩とよんだ方

カミ適切なものもふくまれている.

第125図は西方にみられる砂岩単層のより厚v･砂質

フリヅシである.一枚の砂岩層は時にほ2m近くの

厚さに達し底面には第126図のような荷重痕茄つき

頂面にはやはり漣痕カミつく珀厚い砂岩単層の場合には

その断面をみると第127図のように基底から濠ず礫

質蔀にはじまり上方にむかって次第にこまかくなるとい

う級化成層淋みられる.

第五19図逆転綴の塵翻1ζみらんる荷重痕

錦迦鐵

大慈な蟻での新夢

淀淀み襯載

第120図

折りたたみ

摺曲

錦織鰯

翻深構康の海

溝の繭演�
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前々号38ぺ一ジのr車窓からみえる漣痕｣というのは

実はこの量下部層の砂質フリッジについている漣痕なの

である.最下部層のこれらの砂岩は下部層以上のもの

にくらべてさらに一般に硬くまたあらい.色もより

白色をおび非常に石英質ではないかという感じをうけ

る.しかし顕微鏡下でのそくとそれほど大きな本質的

なちカミいというのはないようである.

あとがき

以上にきわめて不十分な点もかなりのこされて〉'る

カミひととおり南紀の観光コｰスぞいの地質を紹介した.

第123関同前互層の断面中央に2枚の砂岩がみられるが'それぞれ

の頂面にほ漣痕が底醐こほ荷重作用をうけている流痕(フ

ル^トガスト)がみられゑ舳一

第124図前薗の下隅の頂面にみられ義漣痕

読者の方々カミ今後紀伊半島の突端まで旅行される時には

ぜひこの記事を思い出し=て旅g伴侶としていただけれ

ぱ筆者の最大のよろこびである.なおまた鬼ケ城

白浜温泉椿温泉などの有名地ピついてはふれてv'ない.

また十津川ぞいにっいてもほとんどふれなかった.

別の機会にこれらの詳しv･紹介をしたいと思っている.

(筆者は地質部)
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